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はじめに 

 

識しき字じ など基礎き そ 教 育きょういくの 充 実じゅうじつのため、 研 究 者けんきゅうしゃ、実践者じっせんしゃ、学がく
習しゅう者しゃ等などが連れん携けいして取とり組くみをすすめる基き 礎そ 教きょう育いく保ほ 障しょう学がっ会かいが、
2016年ねんに設せつ立りつされ、2017年ねんからは、トヨタ財団ざいだん国際こくさい助成じょせいプロ
グラムの支し 援えんを受う けて、韓かん国こくの全ぜん国こく文むん解へ ・基き 礎そ 教きょう育いく 協きょう議ぎ 会かい
とともに、日にっ韓かん識しき字じ 教きょう育いくの交こう 流りゅうを進すすめ、実じっ践せんと研けん 究きゅうの発はっ展てん
に努つとめてきました。今こん日にち、日にっ韓かん 両りょう国こくとも経けい済ざい的てきに発はっ展てんした国くに
でありながら、義務ぎ む 教 育きょういくを十 分じゅうぶん受う けることのできなかった人ひと
が存そん在ざいし、その学がく 習しゅう機き 会かいの確かく保ほ が切せつ実じつな課か 題だいとなっています。
識しき字じ を前提ぜんていとして運営うんえいされる社会しゃかいでは、識しき字じ 状 態じょうたいにない人々ひとびと

は不ふ 利り 益えきを 被こうむるだけでなく、生存せいぞんそのものも危あやうくなりかねま
せん。 

識しき字じ を含ふくむおとなの学まなびについての日韓にっかん交 流こうりゅうは、1990年ねん
の国こく際さい識しき字じ 年ねんのころから展てん開かいされてきました。識しき字じ 問もん題だいの背はい
景けいには、戦争せんそう、差さ 別べつ、貧困ひんこん、 病びょう気き 、 植しょく民みん地ち 化か など様々さまざまな要因よういん

があり、近きん年ねんは海かい外がい各かく地ち の 出しゅっ身しんの居 住きょじゅう者しゃも増ふ えて、母語ぼ ご とと
もに居 住きょじゅうする地ち の言げん語ご 学がく 習しゅうの保ほ 障しょうも大おおきな課か 題だいとなってい
ます。これらは、基き 本ほん的てき人じん権けんにかかわることであり、国くにや地ち 方ほう公こう
共きょう団体だんたいの責任せきにんで社会しゃかい的てきに解決かいけつを図はからなければなりません。こ
れまでにも、関係者かんけいしゃの熱心ねっしんな取組とりくみによって、韓国かんこくでは 2007年ねん
以い 来らい平生へいせい 教きょう育いく法ほう（ 生しょう涯がい 教きょう育いく法ほう）で文むん解へ 教きょう育いくが法ほう的てきに位い
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置ち づけられ、日に 本ほんでも 2016年ねん制定せいていの教 育きょういく機き 会かい確かく保ほ 法ほうによっ
て、夜や 間かん 中ちゅう学がっ校こうや識しき字じ ・日に 本ほん語ご 教きょう室しつなど、義務ぎ む 教 育きょういくの段階だんかい

における普ふ 通つう教 育きょういくに相当そうとうする 教きょう育いく機き 会かいの拡かく 充じゅうが 促うながされ
ています。 

  しかし、まだまだ 教きょう育いく機き 会かいの提てい 供きょうは不ふ 十じゅう分ぶんで、学 習がくしゅうでき
る人ひとが限かぎられています。学がく 習しゅうを必要ひつようとしながら、身み 近ぢかに学まなぶ場ば
がない人ひと、あってもそのことがわからない 状じょう態たいに置お かれている
人ひと、声こえを上あ げることができないままになっている人ひとが少すくなくあり
ません。それぞれの国くににおける実践じっせんを参考さんこうにしながら、識しき字じ 教きょう
育いくのネットワークを広ひろげ、それを支ささえる施し 策さくを推すい進しんすることが
必要ひつようです。その際さい、学がく 習しゅう者しゃの体験たいけんに根差ね ざ した活動かつどうが 中 心ちゅうしんと
ならなければなりません。識しき字じ 教 育きょういくの意義い ぎ は、文字も じ の読よ み書か
きだけでなく、それを通つうじて自己じ こ の主体性しゅたいせいを発はっ揮き し、連帯れんたいして
社しゃ会かいの創造そうぞうにあたるところにあります。 教きょう育いくの機き 会かいを持も つこと
が 難むずかしかった人じん生せいを振ふ り返かえり、それにつながる社会しゃかいの歴れき史し を
学まなぶことによって、その糸口いとぐちを得え ることができます。そのため、識しき
字じ 教 育きょういくでは、 学 習がくしゅう者しゃ相そう互ご 、学がく 習しゅう者しゃと支し 援えん者しゃ相そう互ご の学まなびあ
いを 重じゅう視し しています。 

今回こんかいのプロジェクトは、このような 教きょう育いくを促そく進しんするために企き
画かくされ、会かい議ぎ を重かさねて日韓にっかんそれぞれの国くにの制せい度ど 、政策せいさく、実践じっせんな
どについて 情じょう報ほうを交換こうかんし、 共きょう通つう点てんと差さ 異い 点てんを明あきらかにして、
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学まなび取と るべき点てん、改善かいぜんすべき点てんを追 究ついきゅうしてきました。実地じ っ ちに確たし
かめるために、 両りょう国こくの識しき字じ 教きょう育いくの現げん場ば を 訪おとずれて、学がく 習しゅう者しゃ・
支し 援えん者しゃの交こう 流りゅうを進すすめながら、基き 礎そ 教きょう育いくの現げん 状じょうを調しらべ、その
あり方かたを検けん討とうしてきました。そしてワークショップやシンポジウム
などによって、成せい果か を 集しゅう約やくし、学がく 習しゅう者しゃの願ねがいを 共きょう同どう宣せん言げんに
まとめ上あ げました。そこには学がく 習しゅう者しゃの率そっ 直ちょくな思おもいが込こ められ
ています。 

私わたしたちは、この 共 同きょうどう宣言せんげんの普ふ 及きゅうを図はかり、それを活い かした
基礎き そ 教 育きょういくの拡 充かくじゅうを期き します。人々ひとびとの 教きょう育いくへの権けん利り の保ほ 障しょう
は国くにや地ち 方ほう公こう 共きょう団だん体たいの責せき務む であり、学 習がくしゅう者しゃの要望ようぼうに応こたえる
施し 策さくを展てん開かいしなければなりません。企き 業ぎょう等などもその社会しゃかい的てき責任せきにん

の一環いっかんとして、 学 習がくしゅうを必要ひつようとする人々ひとびとの 教きょう育いく参さん加か を援助えんじょす
ることが求もとめられます。すべての人ひとのための、すべての人ひとによる
教 育きょういくを実現じつげんすることが課か 題だいです。そのためには、これまで権けん利り
の保ほ 障しょうが不ふ 十 分じゅうぶんであった人々ひとびとに 焦しょう点てんを当あ てた 教 育きょういくの拡かく
充じゅうが必ひつ要よう不ふ 可か 欠けつです。多おおくの人ひと々びとの 協きょう働どうによる基き 礎そ 教きょう育いく
保ほ 障しょうの 充じゅう実じつを 訴うったえます。 

 

 

上杉うえすぎ孝たか實みち 

（基礎き そ 教きょう育いく保ほ 障しょう学がっ会かい会かい 長ちょう） 
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日日日日にっ韓韓韓韓かん識識識識しき字字字字じ 学学学学がく 習習習習しゅう者者者者しゃ 共共共共きょう同同同同どう宣言宣言宣言宣言せんげん
    

わたしたち日に 本ほんと韓国かんこくの識しき字じ 学習者がくしゅうしゃは、2019年ねん3月がつ27～29

日にちに、日に 本ほんの福岡ふくおかに集あつまりました。福岡ふくおかは、日に 本ほんの識しき字じ 運動うんどうが
始はじまったところです。わたしたちは、3日間みっかかんをかけて、生お い立た ちを
語かたり合あ い、識しき字じ で学まなぶようになったきっかけを交こう 流りゅうし、学まなぶよ
うになってどんな変へん化か があったかを出だ し合あ いました。やりとりは
どんどん深ふかまりました。初はじめて会あ った人ひととは思おもえませんでした。
集あつまった人数にんずうは限かぎられていますが、まちがいなく、わたしたちの
声こえはたくさんの仲なか間ま たちの声こえでもあります。この宣言せんげんは、その
交 流こうりゅうから生う まれました。一ひと人り ひとりの発はつ言げんや思おもいをつないで
できたものです。 

わたしたちは、いろいろな事じ 情じょうで子こ どものころに学まなぶことが
できませんでした。小ちいさなころに、親おやがいなくなりました。それで、
幼おさない 妹いもうとや 弟おとうとの面めん倒どうをみなければならなくなりました。小ちいさ
な子こ どもを連つ れて学校がっこうには行い けません。小ちいさい頃ころから、しごとを
して、買か い物ものをして、 食しょく事じ をつくって、家いえをきりもりすることがわ
たしたちの毎日まいにちでした。「 女おんなに学問がくもんはいらない」と言い われまし
た。学校がっこうに通かよう友ともだちがうらやましくてなりませんでした。その
日ひ その日ひ のお金かねに頼たよるしかありませんでした。履り 歴れき書しょに「卒 業そつぎょう」
と書か けません。しごとをする自じ 信しんは人ひと一倍いちばいあっても、読よ み書か きで
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きないために身体か ら だを使つかうしごとばかりでした。それでも 昔むかしはま
だ、読よ み書か きできなくても暮く らせました。いまでは読よ み書か き抜ぬ き
にしごともありません。 職しょく場ば で文字も じ と出合で あ うときが、その仕し 事ごと
からわたしたちが別わかれるときでした。つらさを 考かんがえる時じ 間かんさえ
ありませんでした。 

  障しょうがいによってさらにきびしい暮く らしを強し いられた人ひともいま
す。戦せん火か のなかをかいくぐり、生い き延の びることに精せい一いっ杯ぱいだったと
いう人ひともいます。貧まずしい中なかで「いいしごとがあるよ」とだまされて
売う り飛と ばされた人ひともいます。生う まれた場ば 所しょを理り 由ゆうに差さ 別べつされ、
はねつけられて生い きてきた人ひともいます。未み 来らいが見み えず、 自みずから
命いのちを絶た とうとした人ひともいます。 

  男だん性せいももちろんいます。同おなじように、おさない頃ころから貧まずしさや
差さ 別べつのなかで生い きてきました。でも、男性だんせいは、女じょ性せい以い 上じょうに「読よ
み書か きができません」とは言い いにくいのかもしれません。みえを
はって、つよがって生い きてきました。 

そんなわたしたちが、読よ み書か きを学まなぶようになりました。きっ
かけがあったからです。子こ どもが「 標ひょう準じゅん語ご 」しか話はなせなくなっ
て、わたしの話はなすことばが通つうじなくなり、親おや子こ のつながりが切き れ
ていきました。子こ 育そだても終お わり、自じ 分ぶんの時じ 間かんが少すこしでもとれるよ
うになりました。そんなときに読よ み書か きを学まなべる場ば 所しょを子こ どもや
孫まご、友ともだちが教おしえてくれました。 
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  読よ み書か きができないことはぜったい人ひとに知し られたくありませ
んでした。自じ 分ぶんへの手て 紙がみも、だれにも「読よ んで教おしえてほしい」と
は言い えませんでした。知し られたくないばかりに、遠とおくの 教 室きょうしつを
選えらんで、1時じ 間かんも2時じ 間かんもかけて自じ 転てん車しゃで通かよいました。 昔むかしから
の友ともだちに 教 室きょうしつで出で 会あ い、「あああなたも読よ み書か きできなか
ったのか」と言い い合あ いました。 

  教 室きょうしつでは、同おなじように読よ み書か きできない仲なか間ま がいました。読よ
み書か きできないなんて自じ 分ぶん1人ひとりだと思おもっていました。ちがってい
たのです。教 室きょうしつに行い けば、いつもみんなが迎むかえてくれます。関かかわ
っている人ひとたちは、信頼しんらいできる人ひとたちでした。 

読よ み書か きを学まなぶようになって、人生じんせいは大おおきく変か わりました。わ
たしにとって止と まっていた時じ 間かんが動うごき始はじめました。人生じんせいが始はじまり
ました。安心あんしんして何なんでも話はなせる友ともだちができました。自じ 分ぶんのこと
を大切たいせつにしてもらっていると思おもえます。紙かみの上うえの黒くろいシミが文字も じ

でした。同居どうきょしている息むす子こ の妻つまが冷れい蔵ぞう庫こ に貼は ってくれていたメ
ッセージがありました。友ともだちに読よ んでもらって「お母かあさんあり
がとう」だとわかりました。4年ねんたって返へん事じ が書か けました。 心こころの
傷きずがゆっくりと癒い えてきました。わからない文も 字じ に出合で あ っても
教きょう室しつでたずねることができます。怖こわかった文字も じ が、怖こわくなくな
ってきました。仕し 事ごと場ば には、ノートを置お いて書か くようになりました。
いつも下したを向む いて歩あるいていて「お金かねが落お ちているのを探さがしてい



- 5 - 

るのかい」と言い われていたわたしが、正面しょうめんを向む いてにこにこと
笑え 顔がおで歩あるくようになりました。 新あたらしいことに挑 戦ちょうせんする気き 持も ちが
わいてきます。文ぶん 章しょうを読よ むことで、世よ の中なかのことがわかるよう
になりました。生お い立た ちを文ぶん 章しょうに綴つづることで、どうしてわたしの
人生じんせいがこうだったのか、わかるようになりました。傷きずが癒い えて、前まえ
よりもずっと強つよくなりました。 

  子こ どもたちも、背せ 中なかを見み て育そだってくれました。識しき字じ の場ば に子こ ど
もを連つ れて通かよいました。子こ どもはわたしたちが勉 強べんきょうしている
姿すがたを見み て育そだちました。「勉 強べんきょうしなさい」と言い わなくてもこつこつ
と学まなぶようになりました。子こ どもたちが、自じ 分ぶんの夢ゆめを見み つけて、
広ひろい世せ 界かいに飛と び立た っていきました。もしもわたしが 中ちゅう途と 半はん端ぱ に
学校がっこうに行い っていたら、識しき字じ に通かよっていなかったら、成績せいせきだけで
子こ どもを見み て、追お い立た てるように子こ どもを育そだてていたかもしれま
せん。 

読よ み書か きを学まなぶ場ば にまだ来き ていない仲なか間ま たちがいます。「ま
た今こん度ど 行い くからね」と言い ってちっとも来こ ない人ひとがいます。わたし
もそう言い っていたよ。でも、来く るようになって「ああもっと早はやく来き て
いればよかったなあ」といまは思おもいます。「困こまっていないから」と
言い う人ひともいます。でも、ほんとうはあなたも苦くるしんでいるんじゃな
いのかな。「いまさら学まなんでもねえ」という人ひともいます。もしも死し
んだ後あとに天てん国ごくと地じ 獄ごくがあって、文字も じ の読よ み書か きをできないまま
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でいたら、道みちを間ま 違ちがってしまうかもしれないよ。でもねえ、みんな、
ほんとはお金かねがなくて、仕し 事ごとや子こ 育そだてで 忙いそがしいんだよ。 

そういう人ひとたちが来こ られないのも、 教きょう室しつが足た りないからです。
お金かねがかかるからです。関かかわっている人ひとたちもボランティアで
謝金しゃきんさえ出で ないことも多おおいからです。階段かいだんだけでエレベーター
もない。多た 目的もくてきトイレもない。 障しょうがいのある人ひとが来き ても施し 設せつで
がっかりしてしまいます。学まなびたくても来こ られないのは、学まなぶ
場所ば し ょが知し られていないからです。わたしたちの学まなんでいる 姿すがた
を、もっともっとテレビや新しん聞ぶんなどで 紹しょう介かいしてほしい。「あなた
もおいでよ」と伝つたえたい。政せい府ふ には、無む 償しょうで安心あんしんして学まなべる
場所ば し ょを保ほ 障しょうする責任せきにんがあります。 

わたしたちにとって、識しき字じ とは、読よ み書か きを学まなぶだけではあり
ません。文字も じ を通とおして人生じんせいを学まなぶことです。生活せいかつする 力ちからは母親ははおや

がつけてくれましたが、生い きる 力ちからは識しき字じ で身み につけました。
識字し き じのおかげで世よ の中なかがハッキリと見み えてきました。だから、
識字し き じはわたしにとってめがねのようなものです。識しき字じ とは、文字も じ

を学まなび、自じ 分ぶんを表 現ひょうげんする場ば です。人生じんせいの 喜よろこびであり、生い きが
いであり、 幸しあわせです。 心こころの居い 場ば 所しょです。識しき字じ は、小さな夢ゆめをど
んどん大おおきくしてくれます。人生じんせいのとびらを開ひらいてくれるもので
す。学まなぶようになって、あきらめないようになりました。わたした
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ちにとって学まなぶことは生い きることです。みんなで支ささえあい学まなびあ
うことで、平へい和わ で暮く らしやすい社会しゃかいが築きずけます。 

  いまだからこう言い えます。 

  子こ どものころに読よ み書か きを学まなべなかったからこそ、 

  いまの 幸しあわせがある。 

 

社会社会社会社会しゃかいやややや政政政政せい府府府府ふ へのへのへのへの要望要望要望要望ようぼう
    

        交こう 流りゅうを経へ て、わたしたちは、日韓にっかんの 両 国りょうこくで、 共きょう通つうに次つぎの
ようなことがらを社会しゃかいや政せい府ふ に求もとめます。    

1.全国的全国的全国的全国的ぜんこくてきなななな 調調調調ちょう査査査査さ をして、いまも読よ み書か きで悔くやしい思おもいをしてい
る人ひとがいることを確たしかめてください。読よ み書か きで悔くやしい思おもい
をしている人ひとがいることをもっと知し ってください。 

2.子こ どもたちがみんな、安心安心安心安心あんしんしてしてしてして学学学学まなべるべるべるべる学校学校学校学校がっこうをつくってください。
わたしたちの仲なか間ま で子こ どものころに学校がっこうに行い ったことのある
人ひとは、学校がっこうで、ときには先生せんせいから悔くやしい思おもいをさせられました。
多おおくの仲なか間ま はお金かねがなくて学校がっこうに行い けませんでした。いまも
学校がっこうに行い けない子こ どもたちがいます。もうそんな子こ どもが出で
ないようにしてください。 
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3.さまざまな事じ 情じょうで子こ どものころに教 育きょういくを受う けられなかった
人ひとが、おとなになってからでも安心あんしんしてまなべるよう、識識識識しき字字字字じ やややや
基礎基礎基礎基礎き そ 教 育教 育教 育教 育きょういくのののの学 習学 習学 習学 習がくしゅうをををを支支支支し 援援援援えんするするするする制制制制せい度度度度ど とととと手手手手て だてだてだてだてをつくってくださ
い。しっかりした法律ほうりつをつくり、予よ 算さんをきちんと 準じゅん備び するなど、
政政政政せい府府府府ふ やややや社会社会社会社会しゃかいがががが責任責任責任責任せきにんをもってをもってをもってをもって保保保保ほ 障障障障しょうしてください。 

4．おとなになってから学まなぶには、時じ 間かんがかかります。追お い立た てら
れるようにして学まなんだのでは、学まなぶことが重おも荷に になりかねま
せん。安心安心安心安心あんしんしてしてしてして長長長長ながいいいい年年年年ねん月月月月げつをかけてじっくりをかけてじっくりをかけてじっくりをかけてじっくり学学学学まなべるようなべるようなべるようなべるような制制制制せい度度度度ど に
してください。教 室きょうしつの中なかだけではなく、他ほかの 教 室きょうしつと交 流こうりゅうし
たり、外そとに出で かけていろいろな経験けいけんを重かさねながら学まなんだりす
ることも大切たいせつです。 

5．安心あんしんして学まなぶには、自じ 分ぶんたちのための教 室きょうしつが身み 近ぢかに必要ひつようで
す。近ちかくになければ、声こえも上あ げられません。 車くるまイスを使つかう人ひとが
まなぶには、エレベーターなどが必要ひつようです。授じゅ 業ぎょう 料りょうや交通こうつう

費ひ などお金かねがいらないようにしてください。全国全国全国全国ぜんこくのどこにのどこにのどこにのどこに住住住住す んんんん
でいても、いつでもでいても、いつでもでいても、いつでもでいても、いつでも学学学学まなべるよう、おとなのためのべるよう、おとなのためのべるよう、おとなのためのべるよう、おとなのための識識識識しき字字字字じ 教 室教 室教 室教 室きょうしつやややや
学校学校学校学校がっこうをたくさんをたくさんをたくさんをたくさんつくってください。 

6．わたしたちを応おう援えんしている人ひとたちの多おおくは、わたしたちの 話はなし
を聴き き、一人ひ と りひとりに応おうじた 教 材きょうざいをつくり、わたしたちがつ
ながる手て 助だすけをするなど、とても熱心ねっしんに関かかわってくれています。
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けれども、その多おおくは無む 給きゅうです。わたしたちの思おもいや背景はいけいを
理り 解かいする支し 援えん者しゃがもっと出で てきてほしい。だから、関関関関かかわりたいわりたいわりたいわりたい
人人人人ひとがいっそうがいっそうがいっそうがいっそう関関関関かかわりやすくなるよう、わりやすくなるよう、わりやすくなるよう、わりやすくなるよう、 給給給給きゅう与与与与よ やややや 研 修研 修研 修研 修けんしゅうやややや教 材教 材教 材教 材きょうざいづづづづ
くりなどのくりなどのくりなどのくりなどの条 件条 件条 件条 件じょうけんをををを 整整整整ととのえてえてえてえてください。 

7．日日日日に 本本本本ほんとととと韓国韓国韓国韓国かんこくのののの政政政政せい府府府府ふ がががが 協 力協 力協 力協 力きょうりょくして「して「して「して「識識識識しき字字字字じ ・・・・基礎基礎基礎基礎き そ 教 育教 育教 育教 育きょういく月間月間月間月間げっかん」を」を」を」を
決決決決き め、め、め、め、活動活動活動活動かつどうをををを進進進進すすめたりめたりめたりめたり 交 流交 流交 流交 流こうりゅうをををを広広広広ひろげたりしてください。げたりしてください。げたりしてください。げたりしてください。識しき字じ の
取組とりくみは不ふ 十じゅう分ぶんですし、識しき字じ 問題もんだいを知し らない人ひとに問題もんだいを知し ら
せるべきです。また、今回こんかいの交 流こうりゅうでは、初はじめて会あ った人ひとなの
に、10年ねん来らいの友ともだちのように 心こころを開ひらいて 話はなしができました。
わたしたち参加者さんかしゃはとても元気げ ん きになりました。こういう交 流こうりゅう

をぜひふやしてください。 

8.学学学学まなびたいとびたいとびたいとびたいと思思思思おもっているっているっているっている人人人人ひとにこのにこのにこのにこの 共 同共 同共 同共 同きょうどう宣言宣言宣言宣言せんげんをををを届届届届とどけてくださいけてくださいけてくださいけてください。
読よ んで伝つたえてください。絵え に描えがいてください。わたしたちの
人生じんせいに関かかわるアニメやドラマをつくって放送ほうそうし、多おおくの人ひとに知し
らせてください。この宣言せんげんだけでなく、世世世世せ 界界界界かいでででで学学学学まなんでいるんでいるんでいるんでいる識識識識しき字字字字じ
学習者学習者学習者学習者がくしゅうしゃのののの声声声声こえを、ぜひを、ぜひを、ぜひを、ぜひ多多多多おおくのくのくのくの人人人人ひとのののの 心心心心こころにににに届届届届とどけてくださいけてくださいけてくださいけてください。 

 

2019.9.27 

日韓にっかん識しき字じ 教 育きょういく 強きょう化か のための国際こくさいシンポジウム 

参加者さんかしゃ一同いちどう
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【【【【共 同共 同共 同共 同きょうどう宣言宣言宣言宣言せんげんのののの背景背景背景背景はいけい】】】】    

識しき字じ をめぐる日韓にっかんの交 流こうりゅうは、1990年ねんから始はじまった。国際こくさい識しき字じ 年ねん
をきっかけに日韓にっかんの識しき字じ 関係者かんけいしゃが出で 会あ い、そこから研けん 究きゅうの 交 流こうりゅう

やお互たがいの 教きょう室しつ訪問ほうもんを重かさねてきたのである。1990年ねん代だいの識しき字じ
学習者がくしゅうしゃは、日韓にっかんともに第だい二に 次じ 世せ 界かい大たい戦せん前ぜん後ご に学齢がくれい期き を迎むかえた人ひとた
ちが中 心ちゅうしんだった。韓国かんこくでは、日に 本ほんによる植 民しょくみん地ち 時じ 代だいを経験けいけんした人ひと
たちである。韓国かんこくにおける識しき字じ 問題もんだいは、日に 本ほんによる 植しょく民みん地ち 化か と不ふ
可か 分ぶんである。交 流こうりゅうでは、この歴れき史し をどのように踏ふ まえていくかが大おお
きな課か 題だいであり続つづけた。2017年ねんに始はじまった現在げんざいの交 流こうりゅうにあっても、
このような視し 点てんは根底こんていに据す えられている。  

  第だい二に 次じ 世せ 界かい大たい戦せん後ご 、 両 国りょうこくの識しき字じ 問題もんだいは、 朝ちょう鮮せん戦せん争そう、高こう度ど 経けい済ざい
成せい 長ちょう、独どく裁さい政せい権けん、識しき字じ 率りつ100％神しん話わ 、さまざまな差さ 別べつ、貧困ひんこんや格かく差さ
問題もんだい、受験じゅけん競 争きょうそう、外国人がいこくじん受う け入い れ問題もんだい、識しき字じ 関かん連れん法ほう制せい定てい運動うんどうなど、
両 国りょうこくに重かさなる要因よういんとそれぞれに独どく自じ な要因よういんが絡からんで展開てんかいしてきた。
交 流こうりゅうを通とおしてお互たがいの課か 題だいが明あかるみになりつつある。 

  共 同きょうどう宣言せんげんづくりのワークショップでは、日韓にっかんの学習者がくしゅうしゃが交 流こうりゅうを
深ふかめ、体験たいけんや思おもいを重かさねあった。日韓にっかんの学習者がくしゅうしゃの思おもいによってこの
宣言せんげんは生う まれたのである。この 共きょう同どう宣言せんげんが、日韓にっかんの識しき字じ 交 流こうりゅうにと
って新あらたな時じ 代だいを切き り拓ひらくものになると確信かくしんしている。 

日韓にっかん識しき字じ 学習者がくしゅうしゃによる共 同きょうどう宣言せんげんづくりワークショップ 

実じっ行こう委い 員いん会かい
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한일문해학습자공동선언 

  우리 한국과 일본의 문해학습자는 2019 년 3 월 27~29 일에 

일본 후쿠오카에 모였습니다. 후쿠오카는 일본의 문해운동이 

시작된 곳입니다. 우리들은 3 일간에 걸쳐 서로 살아온 이야기를 

하며 문해교실에 오게 된 계기에 대해 교류하고 교실에서 배우고 

나서 어떠한 변화가 있었는지를 나누었습니다. 서로간의 이야기는 

점점 더 심화되었습니다. 처음 만난 사람들이라고는 생각할 수 

없었습니다. 모인 사람들의 숫자는 한정되어 있었지만 우리들의 

목소리는 많은 문해학습자들의 목소리이기도 합니다. 이 선언은 

그러한 교류에서부터 생겨났습니다. 한사람 한사람의 목소리와 

마음을 이어 만든 것입니다.  

 

  우리들은 여러가지 사정으로 어렸을 때 배울 수 없었습니다. 

어렸을 때 부모님이 계시지 않았습니다. 그래서 어린 동생들을 

보살피지 않으면 안 되었습니다. 어린 아이들을 데리고 학교에 갈 

수는 없었습니다. 어렸을 때부터 매일 일을 하고 장을 보고 

음식을 만들고 가정을 꾸려나가야 했습니다. 「 여자가 배워서 

뭐하냐 」 라는 말도 들었습니다. 학교에 다니는 친구들이 

부러웠습니다. 그날 그날 들어오는 돈에 의지할 수 밖에 

없었습니다. 이력서에「졸업」이라고 쓸 수 없었습니다. 일을 하는 

데에는 다른 사람보다 자신이 있었지만 읽고 쓸 수 없었기 

때문에 몸을 쓰는 일밖에 할 수 없었습니다. 그래도 옛날에는 

읽을 수 없어도 쓸 수 없어도 살 수 있었습니다. 지금은 글을 

읽지 못 하면 할 수 있는 일이 없습니다. 직장에서 글을 써야 
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하는 일을 해야 할 때가 그 일을 그만두는 때였습니다. 힘들다고 

생각할 시간조차도 없었습니다.  

  장애때문에 더 힘든 삶을 강요당해 온 사람도 있습니다. 전쟁의 

포화을 견뎌 살아남는 것만으로도 급급했던 사람도 있습니다. 

가난 속에서「좋은 일자리가 있다」는 말에 속아 나를 팔아넘긴 

사람도 있었습니다. 태어난 지역을 이유로 차별받아 그 차별과 

싸우며 살아온 사람도 있습니다. 희망이 보이지 않아 스스로 

목숨을 끊으려고 한 사람도 있습니다.  

  남성들도 물론 있습니다. 마찬가지로 어렸을 때부터 빈곤과 

차별 속에서 살아야 했습니다. 하지만 남성은 여성 이상으로 

「글을 모릅니다」라고 말하기 어려울지 모릅니다. 허세를 부리며 

강한 척 살아왔습니다.  

 

  그런 우리들이 글을 배울 수 있게 되었습니다. 계기가 있었기 

때문입니다. 아이들이「표준어」밖에 할 수 없어 내가 하는 말이 

통하지 않아서 부모자식간의 관계도 끊어져 버렸습니다. 아이들이 

다 자라고 나만의 시간이 조금씩 생기게 되었습니다. 그 때 

자식들이, 손주들이, 친구들이 글을 배울 수 있는 곳을 가르쳐 

주었습니다.  

  글을 모른다는 것은 절대로 다른 사람들에게 알리고 싶지 

않았습니다. 나한테 온 편지도「읽고 가르쳐 달라」고 말하지 못 

했습니다. 다른 사람들한테 들키고 싶지 않아서 먼 곳의 교실을 

골라 1시간이고 2시간이고 열심히 자전거를 타고 다녔습니다. 

오래 알고 지내던 친구와 문해교실에서 만나서 「 너도 글을 

몰랐구나」라고 서로 이야기하기도 했습니다.  
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  교실에서는 마찬가지로 글을 모르는 친구들이 있었습니다. 글을 

모르는 것은 나 혼자라고 생각했습니다. 하지만 그렇지 

않았습니다. 교실에 가면 언제나 모두가 반겨줍니다. 교실에 있는 

사람들은 신뢰할 수 있는 분들이였습니다.  

  글을 배우고 나서 인생이 크게 바뀌었습니다. 나한테 멈추어 

있던 시간이 움직이기 시작했습니다. 인생이 시작되었습니다. 

안심하고 뭐든 말할 수 있는 친구가 생겼습니다. 나를 소중히 

생각해 주고 있다는 것을 느낍니다. 종이 위에 검은 얼룩은 

글씨였습니다. 같이 사는 며느리가 냉장고에 붙여둔 메모가 

있었습니다. 친구한테 읽어달라고 해서「어머님 감사합니다」라는 

걸 알았습니다. 4 년이 지나 답장을 썼습니다. 마음의 상처가 

조금씩 치유되고 있습니다. 모르는 글자가 나와도 교실에서 

물어볼 수 있습니다. 무서웠던 글이 무섭지 않게 되었습니다. 

일하는 곳에서는 공책을 두고 글을 쓰게 되었습니다. 언제나 

아래를 보고 걸어서「돈 떨어져 있는지 찾고 있니?」라는 말을 

들었던 내가 앞을 보고 미소지으면 걸을 수 있게 되었습니다. 

새로운 것에 도전하고 싶은 마음이 생겼습니다. 글을 읽음으로써 

세상에서 일어나는 일을 알 수 있게 되었습니다. 지금까지 살아온 

날들을 적음으로써 왜 내 인생이 이렇게 되었는지 알게 

되었습니다. 상처가 치유되고 전보다 조금씩 강해졌습니다.  

  아이들도 열심히 살아가려고 일하는 모습을 보며 

자라주었습니다. 문해교실에 아이들을 데리고 다니기도 했습니다. 

아이들은 우리들이 공부하고 있는 모습을 보면서 자랐습니다.

「 공부해 」 라고 말하지 않아도 아이들은 열심히 공부해 
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주었습니다. 아이들이 자신의 꿈을 발견하고 보다 넓은 세계를 

향해 날아갔습니다. 만일 내가 대충 교실에 다녔다면, 다니지 

않았다면 성적만으로 아이를 보고 아이를 내몰면서 길렀을지 

모르겠습니다.  

 

  글을 배울 수 있는 곳에 아직 오지 않는 친구들이 있습니다.

「 다음번에 갈께 」 라고 하고 오지 않는 사람도 있습니다. 나도 

그렇게 말했지만 와 보고 나서 「 빨리 올 걸 손해봤네 」 라고 

지금은 생각합니다.「지금 불편하지 않기 때문에」라고 하는 사람도 

있습니다. 하지만 실은 힘들지 않을까요?「이 나이에 배워서 뭐 해」
라고 하는 사람도 있습니다. 만일 죽은 후에 천국과 지옥이 

있어서 글을 배우지 못 한 채로 간다면 길을 잘못 들 수도 

있습니다. 그렇지만 실은 모두 돈이 없고 일과 양육에 

바뻐서겠지요.  

 

  그런 사람들이 올 수 없는 것도 교실이 부족하기 때문입니다. 

돈이 들기 때문입니다. 교실의 선생님들도 자원봉사자로 강사료도 

나오지 않는 곳도 많기 때문입니다. 계단만 있고 엘리베이터도 

없고 다목적 화장실도 없어 장애가 있는 사람들이 와도 부족한 

시설에 실망하고 맙니다. 배우고 싶어도 올 수 없는 것은 배울 수 

있는 장소가 알려져 있지 않기 때문입니다. 우리들이 배우고 있는 

모습을 보다 많이 텔레비젼과 신문 등을 통해 소개해 주시길 

바랍니다. 「 함께 배우자 」 라고 전하고 싶습니다. 정부에서는 

무상으로 안심하며 배울 수 있는 장소를 보장할 책임이 있습니다.  



- 15 - 

  우리들에게 있어 문해란 읽기 쓰기를 배우는 것만을 말하는 

것이 아닙니다. 글을 통해 인생을 배우는 것입니다. 생활하는 

힘은 어머니가 가르쳐 주셨지만 살아가는 힘은 문해를 통해 몸에 

익혔습니다. 문해 덕분에 세상이 명확히 보이기 시작했습니다. 

그렇기 때문에 문해는 나에게 있어 안경과 같은 것입니다. 문해란 

글을 배우고 자신을 표현하는 장입니다. 인생의 기쁨이고 삶의 

보람이며 행복입니다. 마음 편히 있을 수 있는 곳입니다. 문해는 

작은 꿈을 점점 크게 만들어 줍니다. 인생의 문을 열어주는 

것입니다. 배움으로써 포기하지 않게 되었습니다. 우리들에게 

있어 배우는 것은 살아가는 것입니다. 서로 지지해 주며 함께 

배우는 것을 통해 평화롭고 살기 좋은 사회를 만들어 나갈 수 

있습니다.  

 

 지금이야말로 이렇게 말할 수 있습니다. 

 어렸을 때 배우지 못 했기 때문에 지금의 행복이 있다.  

 

사회와 국가에 대한 요망 

  교류를 통해 우리들은 한국과 일본의 양국에서 함께 다음과 

같은 사항을 사회와 국가에 요구합니다.  

１. 전국적인 조사를 해서 지금도 문해때문에 서러운 경험을 하고 

있는 사람이 있다는 것을 확인해 주세요. 문해 때문에 서러운 

경험을 하고 있는 사람이 있다는 것을 더 알아주세요. 
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２. 아이들이 모두 안심하고 배울 수 있는 학교를 만들어 주세요. 

우리들 중에 어렸을 때 학교에 갔었던 적이 있는 사람은 

때로는 선생님 때문에 서러웠던 경험을 했습니다. 많은 

친구들은 돈이 없어서 학교에 다닐 수 없었습니다. 지금도 

학교에 가지 못 하는 아이들이 있습니다. 이제는 그런 

아이들이 생기지 않게 해 주세요.  

３. 여러가지 사정으로 어렸을 때 교육을 받지 못 했던 사람이 

성인이 되어서도 안심하고 배울 수 있도록 문해와 기초교육의 

학습을 지원하는 제도와 방법을 만들어 주세요. 탄탄한 

법률을 만들고 예산을 준비하는 등, 정부와 사회가 책임을 

가지고 보장해 주세요.  

４. 어른이 되어 배우는 데에는 시간이 걸립니다. 재촉하듯이 

배운다면 학습이 큰 짐이 될 수 있습니다. 안심하고 오랜 

시간을 들여 천천히 배울 수 있도록 제도를 만들어 주세요. 

교실 안에서 뿐만 아니라 다른 교실들과 교류하거나 교실 

밖에서 다양한 경험을 쌓으며 배우는 것도 중요합니다.  

５. 안심하고 배우기 위해서는 자신들을 위한 교실이 근처에 있는 

것이 필요합니다. 근처에 문해교실이 없다면 배우고 싶다는 

마음을 표현할 수도 없습니다. 휠체어를 사용하는 사람이 

배우기 위해서는 엘리베이터 등이 필요합니다. 수업료와 

교통비 등이 들지 않게 해 주세요. 전국 어디에 살더라도 

언제든 배울 수 있도록 성인을 위한 문해교실과 학교를 많이 

만들어 주세요.  
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６. 우리들을 응원해 주고 있는 많은 사람들은 우리들의 이야기를 

듣고 한사람 한사람에 맞는 교재를 만들고 우리들이 서로 

연계할 수 있는 도움을 주는 등 열심히 활동해 주고 계십니다. 

하지만 대부분 무급입니다. 우리들의 마음과 배경을 이해하는 

지원자들이 보다 많이 나왔으면 좋겠습니다. 그렇기 때문에 

문해교실에서 활동하고 싶은 사람이 참여하기 쉽도록 급여와 

연수, 교재만들기 등의 조건을 정비해 주세요.  

７. 한국과 일본의 정부가 협력해서 「「「「문해 ・・・・ 기초교육의 달」」」」을 

정해서 활동을 추진 하거나 교류를 넓힐 수 있도록 해 주세요. 

문해교육활동을 충분하지 않고 문해문제를 알지 못하는 

사람들에게 알려야 합니다. 또 이번 교류에서는 처음 

만났음에도 10 년간 알고 지낸 친구처럼 마음을 열고 말할 수 

있었습니다. 우리 참가자들은 정말 힘을 얻었습니다. 이런 

교류를 부디 많이 해 주세요.  

８. 배우고 싶다고 생각하는 사람에게 이 공동선언을 전달해 

주세요. 읽어서 전해 주세요. 그림으로 그려주세요. 우리들의 

인생에 관한 애니메이션과 드라마를 만들어 방송해서 많은 

사람들에게 알려주세요. 이 선언 뿐만 아니라 세계에서 

배우고 있는 문해학습자의 목소리를 부디 많은 사람들에게 

전해 주세요.  

2019. 9. 27 

 한일문해교육강화를 위한 국제심포지움 참가자 일동  
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【【【【공동선언의 배경】】】】 

  문해를 둘러싼 한일의 교류는 1990 년부터 시작되었다. 

세계문해의 해를 계기로 한국과 일본의 문해관계자가 만나, 

그로부터 연구교류와 문해교실 방문을 꾸준히 해 왔습니다. 

1990 년대의 문해학습자는 한일 양국 모두 제 2 차 

세계대전 전후에 학령기를 맞이한 사람들이 중심이였습니다. 

한국에서는 일본에 의한 식민지시대를 경험한 사람들입니다. 

한국의 문해문제는 일본에 의한 식민지지배와 깊은 관계가 

있습니다. 교류에서는 이러한 역사를 어떻게 자리매김할 

것인가가 큰 과제였습니다. 2017 년에 시작된 이번 교류에 

있어서도 이러한 시점은 교류의 근저에 있었습니다.  

  제2차 세계대전이후 양국의 문해문제는 6 ・ 25 전쟁, 

고도경제성장, 독재정권, 문해율 100%신화, 다양한 차별문제, 

빈곤과 양극화문제, 수험경쟁, 외국인 유입문제, 문해관련 

법제정운동 등 한국과 일본에서 서로 중복되는 요인과 

각각의 독자적인 요인이 얽히면서 전개되어 왔습니다. 

교류를 통해 서로의 과제가 보다 명확해지고 있습니다.  

  공동선언만들기 워크샵에서는 한국과 일본의 학습자가 

교류를 통해 체험과 서로의 생각을 공유했습니다. 한일 

학습자들에 의해 이 선언은 탄생된 것입니다. 이 

공동선언이 한일의 문해교류에 있어 새로운 시대를 열어갈 

것이라고 확신하고 있습니다.  

한일문해학습자에 의한 공동선언만들기 워크샵 실행위원회 
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Joint Declaration of Korea-Japan Literacy Learners 

We, literacy learners of Korea and Japan, got together in 
Fukuoka, Japan from March 27 to 29, 2019.  Fukuoka is the 
place where the Japanese literacy movement began. Through the 
three days, we talked about our own background, and shared 
motivations that made each of us to learn literacy and changes 
that the learning has brought to each of us. The more we talked, 
the deeper our interactions became. It was as if we had known 
each other for some time. While we were small in number, we 
definitely represented many of our colleagues who were not there. 
This declaration is outcomes of these interactions, gathering the 
threads of voices that each of us raised.  

For various reasons, we did not learn during our childhood. 
When we were child, we lost our parents and had to take care of 
our younger siblings. We were not allowed to go to school 
bringing our small children. Since the time when we were child, 
every day and night, we worked, shopped, cooked and handled 
household chores. We used to be told, “No education for women.”  
We were very envious of other friends going to school. We 
survived hand to mouth. We could not write the word 
“graduation” on our resume. We were willing to work harder 
than anybody else. But, with no ability to read and write, we 
could do only manual labor. Yet, in the old days, jobs were 
available to those who did not have reading and writing ability. 
Nowadays, jobs are not available if you do not read and write. 
When we were assigned a job that required literacy, it was the 
time for us to leave the work. We did not have time, even a single 
minute, to feel pain.  
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Some people among us were forced a harder life because of 
handicap. Others hardly survived the war, and did nothing but 
supporting themselves. Out of poverty, some were cheated with 
the sugared words, “You can get much money,” and trafficked. 
Because of the place where they were born, they had to suffer 
exclusion and discrimination in their life. With no hope and no 
future, some attempted to end their life.  

Men were also not exempted. They also lived in poverty and 
discrimination since they were small children. Men would find it 
more difficult than women to say “I cannot read and write.” Men 
are likely to put on a brave front in their life.  

We, having such a background, began to learn how to write and 
read encouraged by different motivations. My child has only 
learned ‘standard Japanese’ and did not understand what I spoke. 
Gradually, I was losing communications with my child.  After 
my task of child-rearing was over, I found that I had more time 
for myself. It was then when I was told by my child, grandchild 
and friend where I could learn how to read and write.  

I did not want to be found my illiteracy by anybody. I did not ask 

anybody to “read” letters sent to me. As I wanted to hide this, I 

picked a literacy class located far away from my place taking a 
few hours by bicycle. I met my old friend there, and we said to 
each other, “Oh, you also can’t read and write.”  

In the literacy class, there were many who were also illiterate. 
Before, I had believed that it was only me in the world who did 
not read and write. But I found it incorrect. In the class, all 
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classmates always welcomed me. People there were good and 
credible.  

After I started to learn, my life has drastically changed. Time 
began to move around me. My life started again. I became friends 
with others who I felt safe and comfortable talking with. I feel 
that they care for me. I saw black stains on the paper and found 
them letters. My daughter-in-law, a wife of my son, put a memo 
pad on the refrigerator door. I asked my friend to read what was 
written. It read, “Thank you mother.” Four years after I received 
the memo, I could write my reply to her. Scars in my heart slowly 
started to be cured. Now I can ask what it is when I see unknown 
letters in my literacy class. Letters used to freeze me are no more 
freezing. In my workplace, I keep a notebook to write down new 
words to remember. I used to walk with my head down and be 
said by others, “Are you seeking for money on the road?” Now I 
walk with my eyes fixed ahead. I feel like to challenge something 
new. Reading has helped me understand what is going on in the 
world. Through writing my life story, I became aware why my 
life in the past was like that. With healed mind, I have become 
much stronger than before.  

My children grew up watching me. I took my children to the 
literacy class, and they watched me what I was doing there. They 
spontaneously studied without any parental advice “to study.” 
Each of my children found their own dream and left the nest for 
a new world. If I had gone to school with a half-serious attitude, 
or had not taken the literacy class, I would have given importance 
only on their school results and always urged them to do this and 
that.  
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There are more people behind us who have not yet come to a 
literacy class. “I will join next time,” they said, but never 
appeared. I also said the same words before, but I was determined 
to come. I regrettably say to myself, “I wish I had started much 
earlier.” Some say, “I am not in trouble though I cannot read.” 
But I guess you are also suffering. Some others say, “I’m too old 
to learn.” If there are a paradise and hell in our afterlife and if we 
are not able to read the signpost, we may take a wrong direction. 
In reality, they do not have enough time and money to join. They 
struggle in their daily life. 

They cannot come and learn because there are not many literacy 
classes. Operation of the literacy class requires money. Those 
who are involved in the operation are volunteer and not paid 
honorarium at times. Facilities accommodating classrooms have 
no elevators, but stairways. With no restrooms for the 
handicapped, people with disabilities are disappointed when they 
come. There are people who want to learn, but, they do not come 
because they do not know where they can learn. We want to be 
more exposed on TV or in the newspaper, so that they will know 
where to go and learn. Through the media, we want to convey 
our message, “Come and join us.” Government is responsible to 
ensure that free and safe literacy class is available to anybody in 
need.  

For us, literacy means not only the learning how to read and write, 
but also the learning how to live. Mothers teach us how to 
manage our daily life, whereas the literacy teaches us how to live. 
Owing to the literacy, we see the world more clearly. Thus, the 
literacy is like a pair of glasses to us. Literacy provides us with a 
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place to learn letters and to express ourselves. It is a joy and 
purpose of our life. It is a happiness. It is a place for our spirit to 
stay. Literacy helps us aim higher. It opens a door to life. 
Through learning, we become stronger and not easily give up. 
For us, learning is living. We believe that mutual support and 
learning will help build a society where people live peacefully. 

 
Now we can say, 
 “Because we were not allowed an access to learning during our 
childhood, we can appreciate happiness we now enjoy.” 

 
Requests to the society and the government:  

Through our exchange program, we have concluded our requests 
to the government and the civil society in both Korea and Japan.  

１. Please conduct a national survey to find those who still have 
difficulties in reading and writing. Please understand that 
there are people who are upset because of their illiteracy.  

２. Please provide all children with a school where they safely 
and comfortably study. Some of our friends who went to 
school in their childhood were sometimes hurt by their 
teachers. Many of our friends did not go to school because of 
poverty. There are still children who cannot go to school. 
Please do not make such situations.  

３. Please ensure a system and measures to support literacy 
learning and basic education, so that those adults who did 
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not receive education during their childhood for various 
reasons can have the access to safe learning. Government as 
well as the civil society should be more responsible to 
achieve it by making a law and ensuring budgets. 

４. It takes much more time to learn if people start learning after 
growing up. If they learn in the feeling of urgency, learning 
may become a burden on them. It should be provided in a 
longer term, taking more time. Learning takes place not 
only in a classroom, but in an exchange program with other 
classes, or outside the classroom to have more experiences.  

５. For the safe learning, it is necessary to have our own 
classroom in the vicinity of our places. For those wheel-
chaired, an elevator is required for free access. Please ensure 
that learners are not given financial burden with tuition or 
transportation cost. Please build more literacy classes and 
schools for adults, so that they can go and learn wherever 
they reside. 

６. Many of those who support us listen carefully to us, make 
learning materials that satisfy needs of each learner, and help 
us know each other. While they work hard and care about us, 
most of them are not paid. We expect more people become 
our supporters who understand us. For this, we request to 
improve their teaching conditions including remunerations, 
training or teaching materials to encourage more 
concerned people to be involved. 
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７. Governments of Korea and Japan are requested to jointly 
designate a “literacy and basic education month,” during 
which promotional activities for more actions and 
networking are taken place. Literacy programs are not 
sufficient, and it is important to make people understood the 
issue of literacy. During our program, while we met for the 
first time, we talked each other as if we had been old friends. 
All participants were energized. We wish to have more 
opportunities for this kind of exchange.  

８. Please deliver this joint declaration to those who want to 
learn. Convey this declaration in voice or picture. Please 
produce an animation or drama of our life history and let 
many people know us. Not only through this declaration, but 
also through other means of communications, please make 
voices of literacy learners all over the world heard to 
many people.  

September 27, 2019 
All Participants of the International Symposium  

for the Enhancement of Literacy Education of Korea and Japan 
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<Background information> 
Interactions over the issue of literacy between Japan and Korea began 
in 1990 when the world celebrated the International Literacy Year. It 
was the year when people working for literacy both in Japan and Korea 
first met and started to exchange research work and classroom visits. 
During the 1990s, literacy learners in both countries were mainly those 
who had spent their school-age before and after the World War II. In 
Korea, they underwent the colonial rule by Japan. The issue of literacy 
in Korea is indivisibly connected to the colonization by Japan. 
Through interactions, it was always the big challenge for us how we 
took the historical fact into our consideration. Even in our present 
interactions initiated in 2017, this remains as an underlying philosophy.  

After the World War II, the issue of literacy in both countries has 
developed passing through the following problems that are partially 
common among the both and not common otherwise. They include 
Korean War, the rapid economic growth, dictatorship, myth of the 
100% literacy rate, different forms of discrimination, poverty and 
disparity, exam competition, acceptance of foreign migrants and 
campaign for the enactment of literacy-related act. Through our 
interactions, challenges that each of us face have been made clear.  

During the workshop to formulate the joint declaration, learners of 
both countries deepened mutual understanding and shared their 
experiences and thoughts. This declaration came out of thoughts of 
learners of Korea and Japan. We believe that this joint declaration will 
contribute to pave a path to a new era for the literacy interactions 
between Korea and Japan. 

Steering Committee of the Workshop to Formulate the Joint 
Declaration of Literacy Learners of Korea and Japan  

 
Translated by KOMORI Megumi of IMADR: The International 
Movement against All Forms of Discrimination and Racism 
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日日日日にっ韓韓韓韓かん識識識識しき字字字字じ 学学学学がく 習習習習しゅう者者者者しゃ 共共共共きょう同同同同どう宣宣宣宣せん言言言言げんのののの誕誕誕誕たん 生生生生じょう    
 

森もり  実みのる 
    

ここでは、日にっ韓かん識しき字じ 学がく 習しゅう者しゃ 共きょう同どう宣せん言げんに至いたる経けい過か と宣言せんげんの
内容ないようについて、簡単かんたんに解説かいせつします。上杉うえすぎ孝たか實みちさんによる「はじめ
に」と重かさなるところもありますが、お読よ みいただければ 幸さいわいです。 
 
【【【【共 同共 同共 同共 同きょうどう宣言宣言宣言宣言せんげんがががが生生生生う まれるまでまれるまでまれるまでまれるまで】】】】    

日韓にっかん識しき字じ 学 習 者がくしゅうしゃ 共きょう同どう宣言せんげんは、日に 本ほんと韓国かんこくの識しき字じ 学 習 者がくしゅうしゃ

の声こえから生う まれました。 

日に 本ほんでは、1960年ねん代だい頃ごろから被ひ 差さ 別べつ部ぶ 落らくの識しき字じ 活動かつどう、夜や 間かん
中ちゅう学がくにおける 教きょう育いく実じっ践せん、地ち 域いきにおける日に 本ほん語ご 教きょう育いく活かつ動どうな
どさまざまな取と り組く みや団体だんたいが広ひろがっていきました。これら
三者さんしゃの取と り組く みは、お互たがいの存在そんざいを知し りながらも学がく 習しゅう者しゃ同どう士し
の交 流こうりゅうは限かぎられていました。 

地ち 域いきによっては、三者さんしゃの持じ 続ぞく的てきな交 流こうりゅうがありました。たとえ
ば大阪おおさかでは、1990年ねんの国こく際さい識しき字じ 年ねんをきっかけに三者さんしゃの持じ 続ぞく
的てき交こう 流りゅうが始はじまりました。 行 政ぎょうせいと民間みんかん団体だんたいが 協きょう 力りょくし合あ って
「あつまろう よみかきのなかまたち よみかきこうりゅうかい」
が毎まい年とし開催かいさいされ、大おお阪さか府ふ 内ないの被ひ 差さ 別べつ部ぶ 落らくの識しき字じ 学がっ 級きゅう、夜や 間かん
中ちゅう学がく、地ち 域いき識しき字じ ・日に 本ほん語ご 教 室きょうしつなどで学まなぶ人ひとたち 400人にんから
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800人にんが集あつまって交こう 流りゅうしてきました。この集あつまりは、2019年ねんで
30回かいを数かぞえています。 

  1990年ねんの国際こくさい識しき字じ 年ねんの頃ころから日韓にっかんの識しき字じ 交こう 流りゅうが始はじまり
ました。日韓にっかんの研 究 者けんきゅうしゃや実践じっせん家か が相そう互ご に訪問ほうもんして、現げん場ば を訪たず
ねたり議ぎ 論ろんを 行おこなったりしました。その頃ころからの 交 流こうりゅうが 直ちょく接せつ
今こん回かいの交 流こうりゅうにつながっているわけではありませんが、今こん回かいの
交こう 流りゅうの土ど 台だいを 形かたち作づくったということができます。その後ご 、2002

年ねんからは夜や 間かん 中ちゅう学がく生せいによる日韓にっかん交 流こうりゅうも始はじまりました。 

  2016年ねん8月がつには、識しき字じ に関かかわる日に 本ほんのさまざまな団体だんたいや個こ
人じんが関かかわる 形かたちで、基き 礎そ 教きょう育いく保ほ 障しょう学がっ会かいが設せつ立りつされました。
2016年ねん12月がつには、夜や 間かん 中ちゅう学がく関係者かんけいしゃの長なが年ねんの 闘たたかいの成せい果か と
して、 教きょう育いく機き 会かい確かく保ほ 法ほうが制定せいていされました。 

  この頃ころから日韓にっかんの識しき字じ 交 流こうりゅうも新あらたな段階だんかいを迎むかえました。お
互たがいの 新あたらしい 局きょく面めんを受う け止と めて今こん後ご を探さぐろうと、取と り組く みや
問題もんだい意い 識しきを 交 流こうりゅうすることに期き 待たい感かんが高たかまっていたのです。
2017年ねん9月がつに大阪おおさか 教きょう育いく大だい学がくで 行おこなわれた基き 礎そ 教きょう育いく保ほ 障しょう学がっ
会かい第だい2回かい研 究けんきゅう大会たいかいでは、韓国かんこくから識しき字じ 運動うんどうに関かかわる三みっつの
全ぜん国こく組そ 織しきの代 表だいひょうが大阪おおさかを 訪おとずれ、識しき字じ ・日に 本ほん語ご 連絡会れんらくかいに関かかわ
るメンバーと交 流こうりゅうするとともに、夜や 間かん 中ちゅう学がくを訪問ほうもんしました。  

  2018年ねん9月がつには、日に 本ほんから学がく 習しゅう者しゃ3人にんを含ふくむ 19人にんが韓国かんこく

を 訪おとずれました。韓国かんこくの識しき字じ 教 室きょうしつを訪問ほうもんして学 習 者がくしゅうしゃと 交 流こうりゅう

したり、学 習 者がくしゅうしゃ
1,000人にんほどが韓国かんこく全ぜん土ど から集あつまる「識しき字じ ひろ
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ば 2018」というイベントに参さん加か したりしました。このイベントでの
韓国かんこく の 識しき字じ 学 習 者がくしゅうしゃ の 発 表はっぴょう や 演劇えんげき な ど は 、 日に 本ほん か ら の
参加者さんかしゃにとって新鮮しんせんでした。 

  2019年ねん3月がつには福岡ふくおかで学 習 者がくしゅうしゃによるワークショップが開ひらか
れました。韓国かんこくからの 学 習 者がくしゅうしゃ

9人にんと、日に 本ほんの 学 習 者がくしゅうしゃ
8人にんが

出会で あ い、語かたり合あ い、 絆きずなを深ふかめました。この冊さっ子し で 紹しょう介かいする
日韓にっかん識しき字じ 学 習 者がくしゅうしゃ共 同きょうどう宣言せんげんは、この福岡ふくおかでのワークショップ
から生う まれました。 

  2019年ねん9月がつ27日にちには、ソウルでこの 共きょう同どう宣言せんげんを発はっ 表ぴょうする
集しゅう会かいが 行おこなわれました。日に 本ほんからも 25人にんが参さん加か し、全体ぜんたいの
参加者さんかしゃ数すうは約やく500人にんとのことでした。ここでも韓国かんこくの識しき字じ
学 習 者がくしゅうしゃによる歌うたや踊おどり、演劇えんげきなどがあり、日に 本ほんからの参加者さんかしゃ

も笑わらったり、 涙なみだを流ながしたりしました。講演こうえんやパネルディスカッシ
ョンのあと、最さい後ご には 学 習 者がくしゅうしゃたちが 共 同きょうどう宣言せんげんを読よ み上あ げ、
集しゅう会かい参加者さんかしゃが 唱しょう和わ する 形かたちで締し めくくられました。 

 

【【【【共 同共 同共 同共 同きょうどう宣言宣言宣言宣言せんげんのののの内容内容内容内容ないよう】】】】    

共 同きょうどう宣言せんげんは、学 習 者がくしゅうしゃの声こえが詰つ まったものです。2019年ねん3

月がつに福岡ふくおかで 行おこなわれたワークショップでは、学 習 者がくしゅうしゃたちがどん
どんと自じ 分ぶんの物もの 語がたりを話はなしました。ことばは、お互たがいのやりとりか
ら自し 然ぜんに引ひ き出だ されていくようでした。体験談たいけんだんを聞き く中なかで「そう
そう」「おんなじや」という声こえが繰く り返かえされました。 



- 30 - 

結けっ果か として、 共 同きょうどう宣言せんげんの内容ないようには、一人ひ と りひとりのかけがえ
のない体験たいけんが込こ められることになりました。参加者さんかしゃの多おおくが
体験たいけんしていること、誰だれか一人ひ と りが発はっしたことば、学 習 者がくしゅうしゃのまわり
にいる家か 族ぞくたちの思おもいなど、あふれんばかりの物もの 語がたりが紡つむがれ
ていきました。 

共 同きょうどう宣言せんげんの最初さいしょの数すう 行ぎょうには共 同きょうどう宣言せんげんに至いたるいきさつが
書か かれており、それに続つづく本文ほんぶんに当あ たる箇か 所しょは、福岡ふくおかでのワー
クショップの 柱はしら立だ てにほぼ重かさなっています。 

最初さいしょに話はなし合あ ったのは、それぞれの生お い立た ちです。日韓にっかんの識しき
字じ 学 習 者がくしゅうしゃの子こ どもの頃ころからの生お い立た ちは、国くにや地域ち い きが違ちがって
いても重かさなっていました。共 同きょうどう宣言せんげんでも、数すう段落だんらくで学 習 者がくしゅうしゃの
生お い立た ちが綴つづられています。 

1 行ぎょう空あ いて、次つぎの数すう段落だんらくは、識しき字じ 教 室きょうしつなど学 習がくしゅうの場ば に参さん
加か するようになったきっかけです。肩かた身み の狭せまい思おもいをしながら
生い きてきた人ひとが学 習がくしゅうを始はじめるには、きっかけが必要ひつようでした。身み
近ぢかな周まわりの人ひとたちこそが、そのきっかけでした。 

その次つぎの数すう段落だんらくでは、学まなぶようになって何なにが変へん化か していった
のかが述の べられます。たとえば「紙かみの上うえの黒くろいシミが文字も じ でし
た」ということばは、学 習 者がくしゅうしゃだからこそ出で てきたことばです。 

  そのあとに、まだ学 習がくしゅうの場ば に来き ていない人ひとたちへのメッセー
ジが挟はさまれています。まだ来き ていない人ひとへのメッセージは、 温あたた
かい声こえに包つつまれています。 
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共 同きょうどう宣言せんげんは、学 習 者がくしゅうしゃ一ひと人り ひとりにとって「識しき字じ とは何なにか」
へとつながっていきます。端的たんてきに言い えば、識しき字じ とは、文字も じ の読よ み
書か き学 習がくしゅうだけを意味い み するのではありません。生い き方かたや人生じんせいの
展望てんぼうなどに通つうじます。韓かん国こくでは「識しき字じ 」を「文むん解へ 」と言い いますが、
そこにはこのような意い 味み 、つまり文も 字じ を理り 解かいするだけでなく文ぶん化か
を理り 解かいする、文ぶん化か を解かい放ほうするという意味い み が込こ められています。 

最さい後ご に共 同きょうどう宣言せんげんは、「子こ どものころに読よ み書か きを学まなべなか
ったからこそ、いまの 幸しあわせがある」ということばで締し めくくられ
ます。わたしにはこのことばが印 象 的いんしょうてきでした。識しき字じ の魅み 力りょくを
示しめしているだけではありません。わたしには、このことばが学校がっこう

に対たいして何なにかを深ふかく問と いかけているように感かんじられたのです。 

共 同きょうどう宣言せんげんは、8 つの要よう 求きゅう項目こうもくを掲かかげます。この 8 つの要よう
求きゅう項目こうもくは、日韓にっかん双方そうほうにとってこれからの課か 題だいとなることです。 

 

【【【【 共共共共きょう同同同同どう宣宣宣宣せん言言言言げんからからからから未未未未み 来来来来らいへ】へ】へ】へ】    

共きょう同どう宣言せんげんは、発はっ 表ぴょうされておしまいではありません。これか
らの実践じっせんや運動うんどうを 導みちびき出だ そうとするものです。共 同きょうどう宣言せんげんは、
次つぎのような役割やくわりを果はたたせるものと 考かんがえています。 

ひとつには、現在げんざいの識しき字じ 学 習 者がくしゅうしゃや、まだ教 室きょうしつに来き ていない
これからの学 習 者がくしゅうしゃに呼よ びかけるメッセージとなることです。そ
ういう人ひとたちに熱あつい思おもいを届とどけるのです。 
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ふたつには、識しき字じ 活動かつどうに関かかわる人ひと々びとに指し 針しんを示しめします。識しき字じ
活動かつどうに限かぎらず、実践じっせんに関かかわっている人ひとたちは、ときとして迷まよいま
す。そんなときに支ささえとなることばが 共きょう同どう宣言せんげんから見み いだせれ
ばと思おもいます。また、識しき字じ 活動かつどうに関かかわっていて、何なにが大切たいせつなの
か、ぼんやりとはわかっていても、ぴったりのことばを見み つけら
れずにいる人ひともいます。そのような人ひとたちにとって、この 共 同きょうどう

宣言せんげんがよりどころとなることを期き 待たいします。 

みっつには、社会しゃかいへのメッセージです。現在げんざいの識しき字じ 活動かつどうを取と
り 巻ま く 状じょう 況きょうは 、 残ざん念ねんな が ら 十じゅう分ぶんと は い え ま せ ん 。 識しき字じ
学 習 者がくしゅうしゃたちに出会で あ ったことのない人ひとたちが識しき字じ の意い 義ぎ を感かんじ
取と れるきっかけになってほしいものです。ひいては、この宣言せんげんが
手て がかりとなって、社会しゃかいのあり方かたを変か え、 新あたらしい政策せいさくにつなが
ることを求もとめます。 

他ほかにもさまざまな可か 能のう性せいがあることでしょう。でも、要よう 求きゅう
項目こうもくの最さい後ご にあるとおり、まずはこの宣言せんげん文ぶんを多おおくの人ひとに知し っ
てもらう必要ひつようがあります。わたしが知し る限かぎり、世せ 界かい 中じゅうを見み 渡わたし
ても、このような学 習 者がくしゅうしゃによる宣言せんげんはありません。そうだとすれ
ば、日韓にっかんだけではなく、世せ 界かい 中じゅうに伝つたえるべき宣言せんげんだといえます。
アジアの他ほかの地ち 域いきはもちろん、アフリカ大陸たいりく、南北なんぼくアメリカ大陸たいりく

やヨーロッパ、オセアニア諸しょ地ち 域いきなどにも伝つたわり、この宣言せんげんの
精神せいしんがよりゆたかに広ひろがることを期き 待たいしています。 
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【謝しゃ辞じ 】 

この宣言せんげんができるまでには多おおくの人ひとの支ささえと 協きょう 力りょくが必要ひつよう

でした。そのすべての方かたの名前な ま えを挙あ げることはできませんが、こ
の宣言せんげんの英えい語ご 訳やくやパンフレット作成さくせいに 協きょう 力りょくいただいた方かたの
名な 前まえは挙あ げておきたいと思おもいます。まず、反はん差さ 別べつ国際こくさい運動うんどう

（IMADR）の小こ 森もり 恵めぐみさんには、 共 同きょうどう宣言せんげんの英えい語ご 訳やくをしてい
ただきました。小こ 森もりさんは、これまで人権じんけんに関かかわる国際こくさい会かい議ぎ に
数かず多おおく参さん加か するとともに、国連こくれん文書ぶんしょの翻訳ほんやくにも 携たずさわってきた人ひと

です。長橋ながはし淳あつ美み さんと菅原すがわら智恵ち え 美み さんには、この冊さっ子し の編へん 集しゅう

作さ 業ぎょうなどをしていただきました。 

この冊さっ子し は、日にっ韓かん交 流こうりゅうプロジェクトの成せい果か の一ひとつに過す ぎま
せん。プロジェクトのなかには、教 材きょうざいの翻訳ほんやくや、日韓にっかんの識しき字じ に
関かんするブックレットの作成さくせいも含ふくまれています。そして、そうした
活動かつどうを支ささえてくださったのは、トヨタ財団ざいだんです。財団ざいだんの助成じょせい金きんを
抜ぬ きに、この宣言せんげんもありませんでした。 

最さい後ご に、宣言せんげんに通つうじる体験たいけんや思おもいをあげてくださった学がく 習しゅう

者しゃの皆みなさんに敬けい意い と感謝かんしゃの思おもいをお伝つたえしたいと思おもいます。学がく

習しゅう者しゃの皆みなさんの声こえが、まだ見み ぬ多おおくの学がく 習しゅう者しゃ、学 習がくしゅうの場ば に
まだ来き ていない多おおくの仲なか間ま たちに届とどくことを願ねがっています。 
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参考参考参考参考さんこうウェブサイトウェブサイトウェブサイトウェブサイト                                                                                                                    
 
●●●●トヨタトヨタトヨタトヨタ財団財団財団財団ざいだん    国際国際国際国際こくさい助成助成助成助成じょせいプログラムプログラムプログラムプログラム    

日日日日にっ韓韓韓韓かん基基基基き 礎礎礎礎そ 教教教教きょう育育育育いく 共共共共きょう同同同同どうプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    
http://asiahttp://asiahttp://asiahttp://asia----net.jasbel.org/net.jasbel.org/net.jasbel.org/net.jasbel.org/    

  ★日にっ韓かん識しき字じ 学がく 習しゅう者しゃ 共きょう同どう宣せん言げん文ぶん（日に 本ほん語ご ・韓かん国こく語ご ・英えい語ご ）の
データが掲載けいさいされています。ダウンロードしてご活用かつようください。 

 
 
●●●●基基基基き 礎礎礎礎そ 教教教教きょう育育育育いく保保保保ほ 障障障障しょう学学学学がっ会会会会かい    

http://jasbel.org/http://jasbel.org/http://jasbel.org/http://jasbel.org/    
 
 

●●●●識識識識しき字字字字じ ・・・・日日日日に 本本本本ほん語語語語ご センターセンターセンターセンター    
https://callhttps://callhttps://callhttps://call----jsl.jp/jsl.jp/jsl.jp/jsl.jp/    
★日にっ韓かん識しき字じ 学がく 習しゅう者しゃ 共きょう同どう宣せん言げん文ぶん（日に 本ほん語ご ・韓かん国こく語ご ・英えい語ご ）の

データが掲載けいさいされています。ダウンロードしてご活用かつようください。 
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